
-平成27年度事務事業実績評価表 政策№ 2 施策№ 26 事業№ 47 27

事務事業名 ６０歳以上ソフトボール大会開催事業
会計 一般会計 実施区分

事業種別 政策 開始 S58 終了
H28担当課等名 生涯学習・スポーツ課 H28係等名 スポーツ振興係 H27係等名 スポーツ振興係

基本計画上
の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

施策 26 スポーツの振興

目
的

対象（誰・何を） 60歳以上の飯田市民

対
象
指
標

指標名及び単位 27年度数値

６０歳以上の飯田市民（人） 34078
意図（どういう状態
にするか）

全国各地のソフトボール愛好者との交流を深め、日頃の
練習の励みとしてもらう

向上させたい上位施
策の成果指標

ウォーキングやスポーツを行っている市民(成人)の割
合：％

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

成果
指標

総参加者数：人 1700 1540 1700 -

成果
指標

市民参加者数：人 300 250 300 -

定性
目標

事
業
概
要

・昭和58年に全国規模の60歳以上ソフトボール大会として開催した。平成17年度に中央道沿線60歳以上ソフトボール大会を統合した
ため、市内で60歳以上が関わる唯一の全国規模大会となった。
・「飯田市60歳以上ソフトボール連盟」と飯田市教育委員会が協働して大会を企画運営している。
・全国から参加チームを募集し、９下旬から10月上旬の２日間にわたり大会を開催。
・実行委員会を組織し、飯田市体育協会ソフトボール部に主審を依頼し試合を行なう。
・第27回大会からは、地元企業の協力を得て、特産品のPRも実施。
・今後、飯田市60歳以上ソフトボール連盟による自主運営化を進めていく。

事業内容 名称 活動指標

27
年
度
事
業
内
容

３１回大会として実行委員会方式で９月２６日（土）・２７日（日）に大会開催
した。

１　参加チーム数 １　７2チーム

事業コスト 26年度決算額 27年度予算額 27年度決算額 28年度予算額 特定財源内訳、補足

事業費計（千円）① 150 0 0 0

国庫支出金

県支出金

起債

その他

一般財源 150

人件費計（千円）② 894 858

正規職員所要時間 250 240

臨時職員所要時間

総事業費①+② 1,044 0 858 0

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

各地域の行事と日程が重なったことや、各チームでの人数の減少が進んだことで参加人数が目標を下回ったが、全国から多
くのチームの参加があった。本年度は体育協会が実行委員に加わり、実行委員を中心に大会を運営するという方針で開催
し、例年以上に自主運営化に向けて前進した。本大会開催は経済効果が高いという意見もあり、大会継続を基本とするなか
で自主運営化をさらに進める。

改革改善
の考え方

①問題
点

・飯田市内のチームが減少し、今後の運営方法に十分な検討が必要である。
・自主運営化の方針と相反して、市の補助金の復活、市職員による各球場の運営などを求める意見が根強く存在す
る。

②改革
提案

・飯田市体育協会加盟団体大会助成事業にソフトボール部として申請し、財源を得る。
・実行委員会において、自主運営化の方針決定の経緯を再確認する。


